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世界の食料資源問題を経済地理学の観点から考察した
世界の主要な食料は米と小麦 およびとうもろこしなどの穀物が最も基本的なものである 米はアジア
小麦はヨ ロッパ とうもろこしはアメリカ大陸の主要な食料資源になっているとともに 地域的に偏在し
ている これらの食料は地域の環境条件 すなわち自然的条件 社会経済的条件 歴史的 文化的条件など
によって 食料の生産 流通 消費にさまざまな地域性を生み出し また 変容している
アジアモンス ンの米作は高温多湿の気候条件とモンス ンによってもたらされる水資源によって生産さ
れるが アジアで生産され アジアで消費され貿易量の比率は小さく アジアの人 を養う重要な食料と
なっている
一方 小麦は冷涼乾燥な気候条件と雨量の少ない高緯度地域で多く栽培され 世界に広く分布するととも
に 貿易量も米に比較してはるかに多い 米と小麦の対照性はアジアとヨ ロッパ 欧米諸国 の基本的な
食料資源として世界の食料問題に大きな影響を及ぼしている
これに加えて とうもろこしは直接的に人間の食料として利用される比率は少なく 大部分は家畜の飼料
として利用されているが 土地資源の利用のうえからみれば人間の食料と家畜の飼料生産とが競合すること
になる 近年では代替エネルギ としての利用が拡大しており 畜産との競合も懸念される
これらの主要な食料資源に加えて 畜産物と水産物が世界の食料資源問題に重要な影響をおよぼす アジ
ア型食体系の特徴は米を主体として水産物とを結合させたパタ ンが中心であり ヨ ロッパ型の食体系は
小麦を主体として畜産物を組み合わせたパタ ンが中心であることを特徴としている
食料問題はこれまで 人口と食料との関係から論じられてきたが 世紀には人口と食料の関係に加えて
環境の問題を考えなければならない状況となっている アジア型食体系とヨ ロッパ型食体系がそれぞれに
人口と食料と環境に適合した資源を有効に利用してゆくための地理的条件に見合ったものであることを再認
識し 世紀の食料資源問題への対応を考えてゆくべきであろう
食料資源 経済地理学 環境 米 麦 畜産物 水産物
育の段階に移行してきた 人間が狩猟採取によって食料
を獲得する段階においては 人間は森や海 河川湖沼など
食料は人間の生存に不可欠な基本的資源であり 食料を の自然資源に依存した食料を十分に確保することができな
いかに獲得するかは人類の恒久的な課題であろう すでに いために 生存する人口を増加させることは不可能であっ
世紀をむかえてから 年近くを経過しているが 食料 た
資源問題は常につきまとういぜんとして重要な今日的課題 紀元前 万年の世界人口は約 万人と推定されてお
である り 紀元前 年頃には 万人 紀元前 年前に
食料資源問題は これまで食料供給量と人口 経済の問 なって 万人 紀元前後には 億人に達したものと
題に影響される との関係で論じられ そのギャップが大 みられている その後は 人口増加が鈍化し紀元後 年
きな問題とされてきた 人口の増加と食料供給との関係が に 億人程度にすぎなかったと推定されている
今後どのように推移するかを予測することはきわめて難し 年後から再び増加に転じ 年頃に 億人 年頃
い問題であるが 世紀にはこれまでのように人口と食料 には 億人へと急増している 年には 億人に達
との関係ばかりではなく 地球環境にも配慮した新たな問 し 年には 億人となり 年には 億人
題が加わり 人口と食料と環境の問題に同時に取り組んで に増加することが予測されている とくに アジアのイ
ゆかなければならない問題を背負うこととなった これ ンド 中国などで多くの人口をかかえ 世界人口の半数以
らの問題に経済地理学の観点から考えてみようとすること 上はアジアに集中するといわれている
がここでの課題である の推計によれば 年の世界の耕地面積は
人類は長期にわたる採取 狩猟の時代を経て 農耕 飼 億 であり すでに農耕適地は開発されつくされている
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食料資源問題の経済地理学的考察
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増井
ので 限られた耕地から食料を増産するためには内包的規 たとはいえ 基本的には資源賦存の地域的偏在は今日にお
模拡大 単位あたりの収量増加 を図ることも必要である いても大きな制約要因となっている したがって 食料資
が 世紀の増産技術 いわゆる 緑の革命 技術は人口 源問題は常に地域性の問題がつきまとっている ここに食
の増加に対応できる土地生産性の向上に寄与してきたもの 料資源問題を地域的に観察する必要性が生じ この問題を
の 化学肥料の過剰投下 かんがい水の大量使用に依存す 扱うことが経済地理学の課題とされるのである すなわ
る技術開発であったために 地球環境に過度な負荷を与 ち 食料資源の賦存と生産 分布 流通 食料資源の移
え この技術を利用した増産はもはや限界に達したといわ 動 消費 食料資源の利用と生活文化 などに関する地域
れており 世紀には環境問題に配慮した地球にやさしい 的な相互依存の関係を総合的に考えることが重要な課題と
食料増産技術の開発が求められている しかも 人口は発 なるのである
展途上国を中心にひき続き大きく増加することが予測され
ているうえ 億人におよぶ栄養不足人口をかかえ 世界
の食料問題はいぜんとして深刻な問題に直面している
経済学は有限な資源の効率的な利用の条件を解明するこ フランスの地理学者 ブラ シュは米と小麦ととうも
とを研究の課題としており 地理学は地球表面上の自然と ろこしを世界の三大食料と規定し これらがアジア ヨ
人文との関係を総合的に地域的に把握し その地域的様相 ロッパ アメリカ大陸の主要な栄養源 食料資源 となっ
や地域的差異 地域的性格を明らかにすることを研究課題 ていると地域的な特徴を指摘している また ヴィッ
としている 経済地理学は経済学と地理学を結合させてこ カイザ と ベネットは米と小麦を世界の二大食料とし
れらの両課題を統一的に考察しなければならない てとらえ 米と小麦を主食とする国 を国と人口単位で区
資源は人間が生活の維持 向上 発展を図るために必要 分し 国単位では小麦を主食とする国 が米を主食とする
となる有用な財を生産すための源泉として働きかける対象 国 を上回るが 人口単位で比較すれば米を主食とする人
となるものをさしているが 物質的に有形なもののみに限 口が小麦を主食とする人口を上回っていることを明らかに
定されるばかりではなく 資本 技術 労働力 志気 情 し 米を生産し消費する国 はアジアに集中し アジアに
報 ノウハウなどの文化的 知的なものも含めて考える必 とって米が生活のすべてであり アジアの人 の食料と生
要がある 食料資源は人間の生存 労働力の再生産 にか 活の文化は米にあることを指摘し 米がアジアにとってい
かわる基本的な資源であり 最も優先的に考えられなけれ かに重要な食料であるかを論じている 小麦を主食とする
ばならない資源である 食料資源は食料を獲得するために 国 は欧米諸国や大洋州に広く分布し 生産地域と消費地
必要な基本的要素を構成する土地 水 生物などの賦存資 域が米のようにアジアに集中していないことを指摘してい
源を基礎としている しかも これらの資源が単独に賦存 る さらに 米も小麦も世界の人口を養ううえで最も重要
しても有用なものとはなりえず 複合的に作用してはじめ な食料であるが 米がモンス ンアジアの農業と経済にし
て有用なものとなるため 一部門の資源が欠乏しても 人 める圧倒的な地位に比較して小麦ではほんのわずかの限ら
類の生存に必要な食料生産に重大な影響をおよぼすことに れた地域にしかみられないものであり アジアの地域にお
なる したがって これらの資源がバランスを保ちながら ける米がいかに重要なものであるかを強調している
賦存し 有効に利用できることが重要な問題となる 世界の米の生産量 もみ は 億トン 年 であ
また これらの資源は石炭や石油 鉄鉱石などのように り 中国が 億トン インド 億トン
一度使用すれば枯渇してしまう非更新的資源とは異なり であり この両国で世界の米生産量の を生産してい
人間が資源の更新に適する環境条件を適正な管理の下に保 る 両国のきわめて高い集中性が大きな特徴点である 中
全することができれば 資源を回復させ持続的に利用する 国 インドに続いてインドネシア バングラデシュ ベト
ことを可能とする更新的資源であることを特徴としてい ナム タイ ミャンマ フィリピン ブラジル 日本と
る しかし 更新的資源であっても 人間がこれらの資源 続くが日本は世界第 位の位置にある また 世界の米の
を適切に管理せず過度に利用し 資源の回復力を喪失する 輸出量は 万トン 輸入量は 万トンであり 輸出
ことになれば再生産させることのできないリスクを負って 量比率は 輸入量比率は とごく少なく 米はア
いることも十分に認識しておかなければならない ジア地域で生産し そのほとんどをアジア地域で消費して
人間は自然界に賦存する生物資源 植物 動物 を土地 いることになる 表 世界最大の米の生産国である中国
水 大気などの自然資源を利用して計画的に採取 栽培 では 中南地域 河南省 湖北省 湖南省 広東省 や華
飼育 育種 品種改良 技術開発 加工利用などを含む 東地域 江蘇省 逝江省 福建省 江西省 等が主要な生
して 農業 畜産 水産を営み農産物 畜産物 水産物を 産地域であるが これらの地域では二期作が中心である
獲得し人間の食生活に有用な食料を確保してきたのであ 一部の地域では三期作も可能である 中国の稲作地域では
る 近年 野菜畑や養魚池のために転換され 作付面積は減少
とくに 人間の食料となる生物資源は土地 水 大気な する傾向にあるが 単収の増加によって米の生産量を伸ば
どの自然資源の賦存条件に影響されるとともに これらの してきた インディカ米が大部分であったが ジャポニカ
資源は地域的に偏在している 人類がこれらの資源を有効 米の導入が進んでおり とくに 東北地域 黒龍江省 吉
に利用する技術の開発によって自然的制約は緩和されてき 林省など ではジャポニカ米の作付面積を増大させてい
世界の基本食料とその地域性
米と小麦の食体系
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食料資源問題の経済地理学的考察
米 小麦 とうもろこしの生産と輸出入 上位国 万
生産量 輸出量 輸入量
世界 世界 世界
中国 タイ ナイジェリア
インド インド サウジアラビア
インドネシア ベトナム フィリピン
バングラデシュ アメリカ合衆国 バングラデシュ
ベトナム パキスタン イラン
世界 世界 世界
中国 アメリカ合衆国 中国
インド オ ストラリア イタリア
アメリカ合衆国 カナダ 日本
ロシア フランス アルジェリア
フランス アルゼンチン ブラジル
世界 世界 世界
アメリカ合衆国 アメリカ合衆国 日本
中国 アルゼンチン 韓国
ブラジル フランス メキシコ
メキシコ ブラジル 中国
アルゼンチン 中国 マレ シア
資料 により作成
る 品質の高いジャポニカ米の需要が高まり 価格を上昇 には新たな問題をかかえている
させていることがジャポニカ米の生産を増加させている要 インドネシアは米の生産量が世界第 位の上位に位置し
因であるが 水利施設の未整備による水不足の問題をかか ながら 米の輸入国となっている インドネシアでは
えており ジャポニカ米の拡大には水資源の問題がつきま 年代から高収量品種を導入するとともに かんがい施設の
とうであろう 整備を進め 米の増産に努めてきた 二期作や多毛作によ
一方 インドでは北東部から東部にかけてのガンジス川 る米の生産増大を図ってきたが 多島国のため地域的に稲
流域と海岸沿いの低湿地帯で稲作がさかんにおこなわれて 作の生産条件が異なり 米不足の問題を解消するまでには
いる 多くの水田は天水に依存しており 人力や畜力によ いたっていない
る伝統的な稲作であるが 近年では水利施設の整備により アジアの米の貿易量は少ないが アジアの米の輸出国と
高収量品種の導入による大規模な稲作が広がりつつある してはタイ インド ベトナム パキスタン 中国 など
しかし 北部のパンジャプ州などでは しばしば干ばつの があげられる また 輸入国は フィリピン バングラデ
被害におそわれており 米の生産が安定しているわけでは シュ イラン 中国などである タイは最も輸出量の多い
ない 地下水の過剰くみ上げによって地下水位が低下し 国であり 世界の米の輸出量の をしめている ジャ
深刻な水不足に悩まされる地域もでており 米の生産増大 スミン米 香り米 の生産を増加させ 中国 日本 韓国
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増井
への輸出増加をめざしている タイ 中国は 自由貿 おこなわれるようになってから家畜の飼養頭数を増加させ
易協定 を締結 年 月 しており 中国への市場開 ることができるようになり ヨ ロッパの麦作は畜産と結
拓を図っている 日本はタイから沖縄泡盛の原料米となる 合した地力維持体系が成立したのである 家畜なければ
米を輸入しているが タイのインディカ米でなければ沖縄 厩肥なし 厩肥なければ農業なし といわれ ヨ ロッパ
泡盛のまろやかさはつくりだせないといわれており タイ 農業における畜産はきわめて重要な役割を果たし ヨ
米への依存は今後も続けられるであろう ロッパの食体系は畜産物を利用した肉食が中心的な位置を
米の あたりの収量はエジプト トン アメリカ しめるようになったのである
合衆国 トン モロッコ トン ギリシャ トン また 小麦は米に比較して貿易もさかんで輸出入量も多
スペイン トンであり アジア以外の国が高い傾向が見 く 輸出入量は 億トンにおよび 生産量に対する輸出
られるが 収穫量そのものは作付面積が小さいためアジア 入量比率は 近くにもなっており 米の輸出入量比率
に比較して多くはない アジアの国 では日本が ト 以下 よりもはるかに大きい 主要輸出国は アメリ
ン 韓国が トン 中国が トンであり 近年では中 カ合衆国 オ ストラリア カナダ フランス アルゼン
国が単収を伸ばしている チン ドイツ ウクライナ イギリス カザフスタンなど
このようにアジアの人 は米によって養われ 米によっ であり 輸入国は中国 イタリア 日本 アルジェリア
て育てられ 米によって生活し 米の文化を形成してきた ブラジル インドネシアなどである アメリカ合衆国は小
のであり 米はアジアの人 にとってきわめて重要な食料 麦の主要生産国であるとともに主要な輸出国であり 世界
資源なのである アジアの稲作を数千年にわたって支え の小麦輸出量の を輸出する小麦輸出大国であり 世
米を連続的に栽培させることができた基本的な条件はモン 界の台所 世界の食料庫とも言われている
ス ンによる水の恵みによるものであり アジアの稲作は 小麦の あたりの収穫量はオランダ トン アイ
アジアの地理的条件をたくみに利用した人類の英知による ルランド トン ベルギ トン イギリス ト
ものといえよう ン ドイツ トン デンマ ク トン などである
他方 小麦は世界の生産量が 億トン 年 であ 小麦の消費形態は米に比較して用途が広く さまざまな食
り 米とほぼ同量である 中国 億トン インド 料として利用されている これは米が一つの種であるのに
億トン アメリカ合衆国 億トン 対して小麦は の種をもつことが多用途に利用できる条
ロシア連邦 億トン フランス 億トン 件である 硬質小麦は主としてパンに加工されるが 軟質
カナダ 億トン オ ストラリア 億トン 小麦はビスケットなどの製菓に利用される 他にマカロニ
ドイツ 億トン パキスタン 億トン やスパゲッテイ パスタなどの原料として利用される小麦
トルコ 億トン の順位であり 米と同 もある また 小麦類は食料として利用されるばかりでは
様に中国が第 位 インドが第 位をしめるが 両国の比 なく 副産物は家畜の飼料として有効に利用されるので
率は であり 米のシエアに比較してはるかに小さ 米に比較して畜産との結びつきはより強いといえよう
い 上位 カ国をあわせても にとどまり 米のシ このように米と小麦の対照性はヨ ロッパとアジアの農
エアよりもかなり小さい 業生産 貿易 食体系を特徴づけており 両地域の基本的
小麦は冷涼乾燥な自然条件が栽培適地とされており 年 な食料資源問題の比較軸といえよう
間雨量 程度の雨量が少ない地域に小麦生産 しかし 世界の食料資源は米と小麦ばかりではなく ア
地域の が分布している 小麦の生産地域は高緯度地 ンデス地域を起源とするとうもろこしや じゃがいもなど
域に広く分布しているため 米のようにアジア地域に集中 も重要な食料資源であり 広く世界に伝播している とく
した地域的偏向がなく 世界に広く分布していることが大 に とうもろこしは人間の食料として利用する地域もある
きな特徴であり 小麦の播種が世界のどこかでおこなわれ が 大部分は家畜の飼料として利用されており 畜産資源
ており 小麦の収穫が世界のどこかでおこなわれていると の生産にはなくてはならないものである じゃがいもはア
いわれている この世界に広がる小麦の生産と収穫の年間 ンデス地域では古くからチュ ニョなどに加工されて保存
活動は 小麦カレンダ とよばれ よく知られている 食料として利用されている ヨ ロッパ地域ではじゃがい
このようなことから小麦は米の特定地域での定着性に比 もがフライドポテトやマッシュポテトとして料理に利用さ
較して立地移動が進められやすく 世紀から 世紀に れている 根菜農耕文化圏として知られる地域ではタロ
かけて新大陸のアメリカ合衆国やカナダ オ ストラリ いも ヤムいも キャッサバなどが重要な食料として利用
ア アルゼンチンなどへの小麦栽培地域が拡大した 小麦 されており 太平洋諸島やアフリカ諸国におけるいも類の
の生産条件が広大な農地を利用できるためヨ ロッパ地域 重要性も指摘しておかなければならない
よりも生産コストを低位におさえられる比較優位の条件を 食料資源は地域的に偏在するとともに 地域の地理的条
備えることができたからである 件をたくみに利用した人類の英知によってそれぞれの地域
ヨ ロッパや新大陸を中心とした小麦栽培は アジアを の食料生産や食体系 食文化を形成しており いずれの地
中心とする米の栽培に比較して連作することが不可能であ 域も重要であるが とりわけ 今日においても米と小麦が
り 休閑農法によって地力の回復が図られてきたが 麦と 世界の二大食料であり 世界の人 の多くを養う基本的な
他の作物 主として飼料作物 とを順次交替させる輪作が 食料資源として位置づけられるであろう
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食料資源問題の経済地理学的考察
畜産物 牛肉と豚肉 の生産と輸出入 万
生産量 輸出量 輸入量
世界 世界 世界
アメリカ合衆国 オ ストラリア アメリカ合衆国
ブラジル ブラジル ロシア
中国 カナダ 日本
アルゼンチン ニュ ジ ランド イタリア
オ ストラリア ドイツ イギリス
世界 世界 世界
中国 デンマ ク 日本
アメリカ合衆国 カナダ ドイツ
ドイツ オランダ イタリア
スペイン アメリカ合衆国 ロシア
ブラジル ドイツ イギリス
資料 により作成
体としているが 雨量は少なく 冷涼で乾燥するため牧草
や飼料作物の栽培に適しており これが畜産を発展させる
地理的な条件であった 畜産の飼料と人間の食料確保とは
米と小麦は世界の二大食料として基本的に重要な食料資 競合することになるが 畜産は動物性たんぱく質を確保す
源であるが これだけでは人間の生存を確保しているとは るうえで有効な手段であり 畜産の発展を図ることが重要
いえない 基本的食料とともに補完食料としてたんぱく質 であった その手段は三つのタイプに分けられる
や脂肪 ビタミン ミネラルなどのあらゆるバランスある 一つは土地が広大で人口の希薄な地域における放牧形式
栄養素を摂取して健康を維持することが重要である 栄養 による粗放的な畜産が行われるタイプである
バランスの欠乏は健康な生活を損ない重大な問題となる 二つは耕地にとうもろこしやえん麦などの飼料作物を栽
発展途上国の飢餓の問題も栄養バランスが根本的な問題と 培し これらを家畜の飼料として利用するとともに 家畜
なる とりわけ 動物性たんぱく質の問題は重要であろう の厩肥を耕地に還元し地力の維持を図る混合農業として行
経済の発展が進み 国民所得が向上するにつれて でん われるタイプである
ぷん質食料の摂取からたんぱく質食料の摂取を増大させる 三つは耕地を飼料畑に転換し 飼料の生産力を強化し
方向は一般的な法則としてよく知られている たんぱく質 家畜の飼育頭数を増加させ 畜産の規模を拡大させるタイ
摂取の問題を畜産資源と水産資源を比較しながら考えてみ プである また 不足する飼料を他の地域から購入して規
よう 模拡大を図るタイプである 国民所得が向上し 食肉の需
畜産物と水産物は動物性たんぱく質の供給源であるが 要が高められ 農業経営の一環として畜産が行われるタイ
その資源利用の性格は異なっている この異質性を比較し プである
ながら世界の食料資源を考えることは重要な問題であろ 世界ではおよそ 億 の土地が家畜の飼育のために
う 利用されていると推測されている 人間の食料を確保する
世界の中で食肉の供給量の多い国 表 は ヨ ロッパ ために利用できる土地を家畜飼養のために飼料作物を栽培
やアメリカ大陸 大洋州などに分布し 年間 人あたりの して家畜飼育の規模拡大を図ることは生産コストが高くつ
食肉供給量が をこえる国 は アメリカ合衆国 カ く食料生産であるが 今日では地球上の陸域のおよそ
ナダ オ ストラリア ニュ ジ ランド スペイン ア 程度が牧草地として利用されており アメリカ合衆国では
ルゼンチン フランスなどである ヨ ロッパは肉食を主 農用地の が家畜の飼料用に使用され では農用地
表
動物性たんぱく質資源とその地域性
畜産と水産の食体系
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増井
の が家畜の飼料生産に利用されているものとみられ を把握し 漁獲規制の強化による資源管理を行う必要があ
ている アメリカ合衆国における近年の土壌侵食は牧場経 る
営によるものといわれており 砂漠化の進行が大きな問題 動物性たんぱく質の確保をはかるうえで 水産物の安定
となっている 的供給はきわめて重要であり 世界の国 は海洋資源の保
また 食肉を 生産するためには 程度 牛 存と管理に努めている しかし 水産資源も漁場の地域的
肉 豚 鶏で異なる の飼料を与えなければならないとい 偏在をまぬがれえない 温帯海域や亜寒帯海域に広大な大
われており 直接的に食料を確保する土地利用方式に比較 陸棚を持つ沿岸諸国の海域での生産力が高く 熱帯海域や
して かなり広大な耕地を必要とするのである したがっ 亜熱帯海域での漁業生産力は一般的に低位である
て 人類の食料生産のために畜産をおこなうことは広大な 世界全体の漁獲量 この場合は養殖業を含む はおよそ
土地が必要となり 飼料生産基盤の弱い地域での畜産は飼 億トン程度とみこまれるが 世界の漁業生産量の
料を海外からの輸入飼料に依存しなければならない構造と は上位 カ国でしめられておりとくに上位 カ国への集
なる 畜産の規模を拡大するにつれて輸入飼料依存型の畜 中度は大きい 漁獲量の上位の国 は 中国 万トン
産を展開せざるを得ないことになる このように畜産によ 世界の ペル 万トン チリ 万
る食料確保の条件は地域の条件によって大きく異なり トン アメリカ合衆国 万トン インド
ヨ ロッパ型畜産とアジア型畜産の土地利用体系の地域的 ネシア 万トン 日本 万トン などで
差異は土地の賦存条件によって大きく左右されるのであ ある 中国では内水面漁業 養殖業の生産量が多く ペ
る 日本の畜産は第三のタイプによる畜産の典型的な事例 ル ではカタクチイワシ チリではマアジ 日本ではイワ
であろう シ サンマ サバ イカ類 アメリカ合衆国ではスケトウ
こうした畜産資源の利用に対して水産資源 ただし こ ダラが中心的な魚種となっている 漁業生産量は特定の国
の場合の水産資源は漁獲漁業をさしており 近年さかんと に特定の魚種が集中している 表 表 近年の世界の
なりつつある養殖漁業は畜産の一形態とみるべきであろ 漁業生産は養殖漁業の伸びが大きく その大部分はアジア
う の利用は異なる 水域 海洋ばかりではなく 世界的 に集中しているが 養殖漁業の拡大は餌料の需要を高め
にみれば内水面の利用も重要 を利用した直接的な食料確 食料供給のための直接的な資源利用からみれば 畜産と同
保であり 飼料を与えて間接的に人間の食料を確保する畜 様のシステム 横井時敬は水畜と表現している とみなけ
産資源の利用とは性格が異なる 水産資源の利用は自然界 ればならないであろう
の自然回復力 資源回復力 に依存するところに特徴があ 世界の水産物貿易も拡大しており 輸入金額 万ド
る すなわち 自律更新的資源としての性格である ル 輸出金額 万ドルである 主要な輸出国は中国 ノ
水産資源は水界のプランクトンを餌料とする小型魚 小 ルウエ タイ アメリカ合衆国 デンマ クであり 主
型魚を餌料とする中型魚 中型魚を餌とする大型魚などの 要輸入国は日本 アメリカ合衆国 スペイン フランス
食物連鎖をともないながら賦存する水産資源を漁業によっ イタリアなどである 日本が世界全体のおよそ アメ
て活用し 食料を確保するのである 水産資源の自律的回 リカ合衆国が であり 両国だけで半数に近い水産物
復力を損なわないように留意して資源を利用している限り を輸入している 逆に輸出国は主要な輸出国を カ国あ
は 水産資源を枯渇させることなく 持続的に利用できる わせても 程度であり 輸出国は分散している とくに
資源なのである これが理想的な資源利用である 水産物貿易の特徴は発展途上国の多くが外貨獲得のうえで
ところが 水産資源はしばしば人為的に過剰に漁獲さ 水産物が大きな役割を果たしていることである 発展途上
れ 乱獲され 資源の回復力を阻害する問題を発生させて 国では輸出商品としてコ ヒ バナナ カカオ 茶など
きた これは水産資源の無主物的性格によって資源の先取 一次農産品が重要な商材であるが水産物も外貨獲得に貢献
り競争がひき起こされ 過度の漁獲圧力をかけてしまうか しているのである 日本は世界最大の水産物輸入国である
らである 水産資源の最大持続生産の理論 は過度 が 最近では 問題や鳥インフルエンザなどの発生に
の漁獲努力量を抑制し 資源の再生産力をみこしながら最 より 世界の国 が水産物の需要を増加させており 水産
大の効果をあげる最適漁獲水準を見つけ出そうとする考え 物の価格上昇が著しく 日本が水産物を買えなくなる動き
方である この 点よりも最適な経済漁獲量は少し手 も懸念されている 多くの人口をかかえる中国では経済成
前の位置にあり 漁獲努力量を早めに抑制することが経済 長が進み 畜産物や水産物の消費が拡大しており 需要拡
的にも最もふさわしいことになる最大経済生産量 大と供給とのギャップが問題とされている 中国の食料需
という考え方がある しかしながら 水産資源は多種多様 要の増大は中国だけの問題にとどまらず アジアや世界の
であり 資源の性格も魚種によって異なるため現実的な資 食料問題にも波及するおそれがある
源利用の適応は複雑であり極めて難しい たとえば 浮魚 では陸域での農地拡大の可能性や水資源の枯渇問
カツオ サバ サンマ アジ と底魚 ヒラメ カニ カ 題など さまざまな制約から水域を利用した食料資源の安
レイ などによって資源の枯渇や回復の速度は大きく異な 定的確保の重要性を指摘している 自律更新的水産資源は
るため 資源の利用の仕方 漁獲努力 を考えなければな 人類共有の財産であり 水産資源を持続的に利用する保存
らない 一般的に移動性の少ない底魚類は漁獲努力の強度 管理が世界の国 の責務であるという考え方をうちだして
によって資源の枯渇に陥りやすいため より迅速に資源量 いる
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食料資源問題の経済地理学的考察
水産物の漁獲量 輸出入金額 万 千万ドル
漁獲量 輸出金額 輸入金額
世界 世界 世界
中国 中国 日本
ペル ノルウェ アメリカ合衆国
アメリカ合衆国 タイ スペイン
チリ アメリカ合衆国 フランス
インドネシア デンマ ク イタリア
資料 により作成
世界の漁業生産量 養殖の比率 千トン
国名
漁獲 養殖 比率 漁獲 養殖 比率
世界
中国
ペル
インドネシア
インド
日本
チリ
アメリカ合衆国
フィリピン
タイ
ベトナム
資料 により作成
日本のみ農林水産省資料による
比率は漁獲量 養殖生産量に対する養殖の比率をあらわす
国連海洋法条約 年に成立したが カ国が批准し て漁獲可能量制度を実施している さらに 年 平
た 年に発効 日本は 年に批准 発効 では 第 成 からは漁獲努力量制度 を導入している 対
条において 沿岸国は自国 カイリに排他的経済水域 象とする魚種はアカガレイ イカナゴ サメガレイ サワ
を設定し 水産資源を有効に利用するとともに 水産資源 ラ トラフグ マガレイ マコガレイ ヤナギガレイ ヤ
を保存する義務を負うことが定められている 公海や リイカなどである これらの魚種については 操業隻数や
カイリ水域内をまたがって回遊する魚種 いわゆる高度回 操業日数の上限を設定し 漁獲努力量を抑制して漁業資源
遊性魚種 ストラドリングストック などについては 沿 の維持管理を強化しているのである 近隣諸国の中国 韓
岸国と漁業国との共同管理義務 あるいは地域共同管理機 国 ロシアなどとは水産資源の保存管理を図るために漁場
関の協議に基づいて適切に管理する義務を課すとされてい の利用を調整することが重要な課題であり 年 平成
る には 日韓漁業協定 年 平成 には 日中
沿岸国は カイリ水域内の水産資源に対して漁獲可能 漁業協定 を発効し 相互協力による水産資源の保存措置
量 を定め 水産資源の有効利用と保存管理に努め に取り組んでいる さらに 多国間わたる国際漁業資源の
なければならないことを規定している この国連海洋法条 管理については地域漁業管理機関との連携による漁業資源
約の規定に基づいて 日本では 海洋生物資源の保存及び の保存管理に努めている 世界の漁業資源を持続的に 安
管理に関する法律 法ともいう を制定し 年 定的に利用してゆくことは人類の食生活に不可欠な栄養源
平成 年 から 魚種 サンマ スケトウダラ マアジ となるたんぱく質資源を供給するうえできわめて重要な課
マイワシ サバ ズワイガニ を指定し 翌 年 平成 題である
にはスルメイカを追加指定し 現在では 魚種につい
表
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牛乳 乳製品
増井
人 年当りの食料供給量 粗食料ベ ス
国名 年次 穀類 いも類 豆類 野菜類 果実類 肉類 卵類 魚介類 砂糖類 油脂類
日本
フランス
ドイツ
イタリア
オランダ
スペイン
スウェ デン
スイス
イギリス
アメリカ合衆国
カナダ
オ ストラリア
資料 食料需給表 平成 年度 による
粗食料 国内生産量 輸入量 輸出量 在庫の増加量 または 在庫の減少量 飼料用 種子用 加工用 減耗量
刻な状況であった アメリカ合衆国からの食料援助を受け
ながら 米増産運動にとりくみ 米作日本一コンテストな
日本の問題を中心に考えてみよう 日本は四面を海に囲 どもおこなわれてきた
まれた南北に細長い列島であり 温帯モンス ンの気候帯 ところが 昭和 年代の後半になると経済の高度成長
に位置している 夏季は小笠原高気圧の影響を受けて高温 を契機として日本の食生活構造は大きく変化した 日本型
多湿 冬季はオホ ツク高気圧の影響を受けて冷涼乾燥で 食生活からパン食の普及と畜産物の摂取が増加する洋風化
あり 四季の変化に富み多種類の植物が生育する恵まれた への移行が進められたのである このため 米の消費量を
環境にある 南北に細長い列島だが 中央に標高の高い山 大幅に減少させることとなった 米食からパン食へ転換さ
脈がそびえており 太平洋側と日本海側との気候の変化も せる政策的誘導も大きな要因の一つであったが 生活構造
大きい 冬季には日本海側に大量の雪を降らせ 太平洋側 の変化も大きな要因であった この変化は米不足問題を
は乾燥する 日本海流 親潮 や太平洋海流 黒潮 の影 解消させたばかりではなく 一転して米過剰問題へと変換
響も大きい することとなったのである 昭和 年 から米の生
こうした気候条件のもとで生育する多種多様な植物の中 産調整が開始され 単なる減反政策から転作政策へと強化
から最も有用な食料資源として米が選択され 米を主体と されてきた
した食生活が定着し 日本型食生活といわれてきたのであ 他方では 工業化 都市化の進展と 農業就業人口の大
る 幅は減少と 基幹労働力の流出 農業後継者の不足問題
熱帯原産の米がわが国に伝来したのは紀元前 世紀ごろ 農業労働力の高齢化 農地の転用 改廃などによって日本
弥生期 といわれてきたが 近年ではそれよりも前の縄文 の農業は地すべり的な変動をもたらし 食料自給率は大幅
前期にはすでに稲作がおこなわれていたとみられてい に低下してきた 先進諸国の中では食料自給率水準が最低
る この米が明治期になると寒冷の北海道でも栽培され のレベルにまで落ち込んだ 米の消費量が減少する一方
るようになり 日本列島全域で栽培されるようになり 日 で 畜産物 野菜 果物などの消費が増大し これらの食
本列島の基幹作物として定着したのである 日本の米の生 料は海外から輸入した資源に依存する構造に変化してきた
産量は明治 年 にはおよそ 石 万トン のである 畜産物とともにわが国の重要な動物性たんぱく
であったが 大正 年 には 石 万トン 質の供給を担ってきた水産物も カイリ体制への移行後
となり 明治期の 倍に増加した これでも日本は常に米 は国内生産量は大きく減少し 海外の輸入水産物に依存し
不足の状況におかれ 大正 年 には米騒動 富山 た構造に変化している
県 が発生している 平成 年 の国内生産量は 万トンに減少し
米不足を補うために麦やアワ ヒエ キビなどの雑穀類 最高時には 万トンであった生産量に比較すれば半減
を食用として利用してきた地域も多く 米の裏作として麦 している 日本の水産物輸入量は 万トン 輸入金額は
や大豆が作付けされ 冬季降雪のない地域においては米麦 兆円におよび いまや世界一の水産物輸入国に転じて
二毛作が日本の典型的な作付け体系であった たんぱく質 いるのである
食料は水産物と大豆などの植物性たんぱく質によって補完 このように 日本の食料供給構造は海外の資源に依存す
してきた 水産物の依存度は現在でもかなり大きい 表 る構造に変化しており わが国で輸入する食料を農地に換
算すれば 万 にもおよぶと推定されている この
第 次大戦後は食糧難時代となり 米不足はきわめて深 他にも海外に依存している食料を水資源に換算する バ
表
日本の食料資源と食料問題
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食料資源問題の経済地理学的考察
訳 モンス ンアジアの米穀経済 農林水産業生産
性向上会議
鯖田豊之 肉食の思想 中央公論社
鯖田豊之 肉食文化と米食文化 講談社
筑波常治 米食と肉食の文明 日本放送出版協会
ブリュノ ロリウ 吉田春美訳 中世ヨ ロッパ
食の生活史 原書房
石田竜次郎編 世界の地理 食料と衣料 毎日新聞
社
栗原藤七郎 東洋の米 西洋の小麦 比較経済論的
研究 東洋経済新報社
取材班 人間は何を食べてきたのか 日本放送
出版協会
国際農林業協力 交流協会 アフリカのイモ類 国
際農林業協力協会 交流協会
国際漁業研究会 世界の漁業管理 上 下 海外漁
業協力財団 国際漁業研究会 世界の漁業 第
一分冊 第二分冊 海外漁業協力財団世紀農業 農学研究会編 農業 農学の展望 循
北原 武編 水産資源管理学 成山堂書店環型社会に向けて 東京農業大学出版会
小野征一郎 制度下の漁業管理 農林統計協渡部忠世 海田能宏編 環境 人口問題と食料 農
会山漁村文化協会
上山春平 渡部忠世 稲作文化 照葉樹林文化の展白石正彦 岡部 守 清水昴一監修 食料環境経済
開 中央公論社学入門 筑波書房
原田信男 コメを選んだ日本人 文芸春秋社熊谷 宏 清水昴一 白石正彦監修 農と食の現段
長崎福三 日本人と魚 魚食と撈りの歴史 はる書階と展望 東京農業大学出版会
房中尾佐助 栽培植物と農耕の起源 岩波書店
長崎福三 肉食文化と魚食文化 農山漁村文化協会中尾佐助 農耕起源をたずねる旅 岩波書店
サウア 竹内常行 斉藤晃吉訳 農業の起源
秋谷重男 吉田 忠 食生活変貌のベクトル 農山古今書院
漁村文化協会大賀圭治編 食料と環境 岩波書店
中田哲也 フ ドマイレ ジ 日本評論社日向康吉訳 億人への食糧 学会出
ドネラ メドウス デニス メドウス ヨルゲン ヨ版センタ
ルゲン ランダ ス 枝廣淳子訳 成長の限界 人科学技術調査会編 日本の資源 大成出版
類の選択 ダイヤモンド社ブラ シュ 飯塚浩二訳 人文地理学原理 上
ミルト ン 大賀圭治 中山里美 高田直世訳巻 岩波書店
世界の食料地図 丸善株式会社ヴィッカイザ ベネット 玉井虎雄 弘田嘉男
チャルウォタ こともおこなわれており 日本の輸入食
料の水資源はきわめて大きい さらに 食料を生産地から
消費地まで運搬する距離 移動する距離 を推定し 同時
にこの移動に必要なガソリンなどが排出する二酸化炭素が
地球環境におよぼす影響を考えるべきとの問題も提起され
ている
このように世界および日本の食料資源問題は多くの課題
をかかえており 食料は人間の生存になくてはならない最
優先に確保すべき資源であり 安定的にしかも持続的に確
保する必要がある このために食料資源の賦存条件と地域
的偏在およびその有効利用を考えるうえで地域問題を視野
において経済地理学的に考察することがきわめて重要な課
題となるのである
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: This paper gave consideration to food resources problems in the world from the point of
view of economic geography. Grain such as rice wheat and corn is a fundamental food in the world.
Rice is a basic food resource in Asian countries, wheat is Western, Corn is American respectively and
each grain has a regional unbalanced existence.
These food resources make regional characteristics and changes with the times in food product
distribution and consumption according to environmental condition such as natural, socio-economic,
historical and cultural conditions.
Rice is the most important food resource for Asian countries peoples,Monsoon Asia produces rice
in climate conditions of high temperature and high humidity with monsoon bringing water resources.
Asian regions produce rice and mostly consume within the region,therefore percentage ratio of
rice trade is low.
On the other hand wheat is grown at high latitude area in climate conditions of low temperature
and dry conditions widely distributed throughout in the world.The wheat trade shows a strong
contrast compared with trade in rice.
Rice and wheat as fundamental food resources have strong inﬂuence on food resource problems
in the world.
As corn is production mostly for animal feed not for use in the human diet directly, corn pro-
duction is in competition with human diet and animal feed for utilization of land resources.
Further livestock and ﬁsheries strongly inﬂuence the animal protein diet. Food system in Asian
type is rice combined with ﬁsheries products while western type has di erence characteristic of wheat
combined with livestock products.
Discuss of food resource problems has long focused on the gap between population and food
supply. However this situation now includes not only population and food supply but also the com-
plexity environmental problems in century. We must create a new understanding of economic
geographical conditions. It is important and desirable to consider the food systems both Asian and
Western together with such factors as geographical conditions population and food and environment
problems.
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